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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年9月30日(2010.9.30)

【公表番号】特表2010-501569(P2010-501569A)
【公表日】平成22年1月21日(2010.1.21)
【年通号数】公開・登録公報2010-003
【出願番号】特願2009-525624(P2009-525624)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  59/16     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/48     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   7/26     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   7/20     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   7/38     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   7/18     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   9/50     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  59/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/19     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   5/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/38     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/327    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/045    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/047    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  33/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  33/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  33/38     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  33/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  59/16    　　　Ａ
   Ｃ１１Ｄ   3/48    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   7/26    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   7/20    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   7/38    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   7/18    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   9/50    　　　　
   Ａ０１Ｎ  59/00    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  25/02    　　　　
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   Ａ０１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/22    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/34    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/19    　　　　
   Ａ６１Ｑ   5/02    　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/00    　　　　
   Ａ６１Ｑ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/38    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/327   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/045   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/047   　　　　
   Ａ６１Ｋ  33/24    　　　　
   Ａ６１Ｋ  33/34    　　　　
   Ａ６１Ｋ  33/38    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  33/40    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月11日(2010.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）ｉ）水、
　　ｉｉ）０．００１ｗｔ％から１０．０ｗｔ％のペルオキシゲン、および
　　ｉｉｉ）アルコール
　を含む水性ビヒクル、
　ｂ）該水性ビヒクルの含量に基づいて０．００１重量ｐｐｍから５０，０００重量ｐｐ
ｍの遷移金属またはその合金
　を含むが、
　ただし、アルデヒドを実質的に含まない、水性消毒薬組成物。
【請求項２】
　塩素含有成分、臭素含有成分、ヨードフォア含有成分、フェノール含有成分および４級
アンモニウム含有成分を実質的に含まない、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記アルコールが０．１ｗｔ％から１０ｗｔ％で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記アルコールが、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、ペンタノー
ル、グリセロールおよびそれらの混合物から選択されるＣ１～Ｃ２４アルコールである、
請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
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　前記Ｃ１～Ｃ２４アルコールが多価アルコールである、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記遷移金属またはその合金が、ルテニウム、ロジウム、オスミウム、イリジウム、パ
ラジウム、白金、銅、金、銀、それらの合金、およびそれらの混合物からなる群から選択
される、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記遷移金属またはその合金がコロイド状の遷移金属またはその合金である、請求項１
に記載の組成物。
【請求項８】
　前記コロイド状の遷移金属がコロイド銀である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記遷移金属またはその合金がイオン性の遷移金属である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記遷移金属またはその合金が１５重量ｐｐｍから１５００重量ｐｐｍで存在する、請
求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ペルオキシゲンが、過ギ酸、ペルオキシ酢酸、ペルオキシシュウ酸、ペルオキシプ
ロパン酸、過乳酸、ペルオキシブタン酸、ペルオキシペンタン酸、ペルオキシヘキサン酸
、ペルオキシアジピン酸、ペルオキシクエン酸、ペルオキシ安息香酸、およびそれらの混
合物からなる群から選択される過酸である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．０５ｗｔ％から５．０ｗｔ％
で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．１ｗｔ％から３．０ｗｔ％で
存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．１ｗｔ％から１．５ｗｔ％で
存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記ペルオキシゲンが過酸化物を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記過酸化物が過酸化水素である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記過酸化物が、過酸化ナトリウム、過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム、過酸化
バリウム、および過酸化ストロンチウム、ならびにこれらの混合物からなる群から選択さ
れる金属過酸化物である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記ペルオキシゲンが過酸および過酸化物を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記ペルオキシゲンが、過マンガン酸塩、過ホウ酸塩、過塩素酸塩、過酢酸塩、過炭酸
塩、過硫酸塩、およびそれらの組合せからなる群から選択される過酸塩である、請求項１
に記載の組成物。
【請求項２０】
　消毒用ワイプとして織地に含浸されている、請求項１に記載の組成物。
【請求項２１】
　消毒用ゲルを形成するために前記水性組成物に混合されている増粘剤またはゲル化剤を
さらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項２２】
　消毒用フォームを形成するための発泡剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
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【請求項２３】
　シャンプー、石鹸、ゲル、クリームもしくは軟膏、練り歯磨き、または口内リンスから
なる群から選択される個人用衛生製品に調合される、請求項１に記載の組成物。
【請求項２４】
　請求項１～２３のいずれか一項に記載の消毒薬組成物と表面を接触させることを含む、
表面を消毒する方法。

 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明のさらなる特徴および利点は、以下の、例示によって本発明の特徴を説明する、
発明を実施するための最良の形態から明らかになる。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　ａ）ｉ）水、
　　ｉｉ）０．００１ｗｔ％から１０．０ｗｔ％のペルオキシゲン、および
　　ｉｉｉ）アルコール
　を含む水性ビヒクル、
　ｂ）該水性ビヒクルの含量に基づいて０．００１重量ｐｐｍから５０，０００重量ｐｐ
ｍの遷移金属またはその合金
　を含むが、
　ただし、アルデヒドを実質的に含まない、水性消毒薬組成物。
（項目２）
　塩素含有成分および臭素含有成分を実質的に含まない、項目１に記載の組成物。
（項目３）
　ヨードフォア含有成分を実質的に含まない、項目１に記載の組成物。
（項目４）
　フェノール含有成分を実質的に含まない、項目１に記載の組成物。
（項目５）
　４級アンモニウム含有成分を実質的に含まない、項目１に記載の組成物。
（項目６）
　前記アルコールが０．００１ｗｔ％から４０ｗｔ％で存在する、項目１に記載の組成物
。
（項目７）
　前記アルコールが０．０５ｗｔ％から２０ｗｔ％で存在する、項目１に記載の組成物。
（項目８）
　前記アルコールが０．１ｗｔ％から１０ｗｔ％で存在する、項目１に記載の組成物。
（項目９）
　前記アルコールがＣ１～Ｃ２４アルコールである、項目１に記載の組成物。
（項目１０）
　Ｃ１～Ｃ２４アルコールが、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、ペ
ンタノール、およびそれらの混合物からなる群から選択される、項目９に記載の組成物。
（項目１１）
　前記Ｃ１～Ｃ２４アルコールが多価アルコールである、項目９に記載の組成物。
（項目１２）
　前記多価アルコールがグリセロールである、項目１１に記載の組成物。
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（項目１３）
　前記多価アルコールがアルコール基を２個含む、項目１１に記載の組成物。
（項目１４）
　前記多価アルコールがアルコール基を３個含む、項目１１に記載の組成物。
（項目１５）
　前記遷移金属またはその合金がＶＩ族からＸＩ族の遷移金属またはその合金である、項
目１に記載の組成物。
（項目１６）
　前記遷移金属またはその合金がＸ族からＸＩ族の遷移金属またはその合金である、項目
１に記載の組成物。
（項目１７）
　前記遷移金属またはその合金が、ルテニウム、ロジウム、オスミウム、イリジウム、パ
ラジウム、白金、銅、金、銀、それらの合金、およびそれらの混合物からなる群から選択
される、項目１に記載の組成物。
（項目１８）
　前記遷移金属またはその合金がコロイド状の遷移金属またはその合金である、項目１に
記載の組成物。
（項目１９）
　前記コロイド状の遷移金属がコロイド銀である、項目１８に記載の組成物。
（項目２０）
　前記コロイド状の遷移金属またはその合金が０．００１μｍから１．０μｍの平均粒径
を有する、項目１８に記載の組成物。
（項目２１）
　前記コロイド状の遷移金属またはその合金が０．０３０μｍから０．５μｍの平均粒径
を有する、項目１８に記載の組成物。
（項目２２）
　前記遷移金属またはその合金がイオン性の遷移金属である、項目１に記載の組成物。
（項目２３）
　前記遷移金属またはその合金が１５重量ｐｐｍから１５００重量ｐｐｍで存在する、項
目１に記載の組成物。
（項目２４）
　前記ペルオキシゲンが過酸である、項目１に記載の組成物。
（項目２５）
　前記過酸が脂肪族の過酸である、項目２４に記載の組成物。
（項目２６）
　前記過酸が芳香族の過酸である、項目２４に記載の組成物。
（項目２７）
　前記過酸が、過ギ酸、ペルオキシ酢酸、ペルオキシシュウ酸、ペルオキシプロパン酸、
過乳酸、ペルオキシブタン酸、ペルオキシペンタン酸、ペルオキシヘキサン酸、ペルオキ
シアジピン酸、ペルオキシクエン酸、ペルオキシ安息香酸、およびそれらの混合物からな
る群から選択される、項目２４に記載の組成物。
（項目２８）
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．０５ｗｔ％から５．０ｗｔ％
で存在する、項目１に記載の組成物。
（項目２９）
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．１ｗｔ％から３．０ｗｔ％で
存在する、項目１に記載の組成物。
（項目３０）
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．１ｗｔ％から１．５ｗｔ％で
存在する、項目１に記載の組成物。
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（項目３１）
　前記ペルオキシゲンが過酸化物を含む、項目１に記載の組成物。
（項目３２）
　前記過酸化物が過酸化水素である、項目３１に記載の組成物。
（項目３３）
　前記過酸化物が金属過酸化物である、項目３１に記載の組成物。
（項目３４）
　前記金属過酸化物が、過酸化ナトリウム、過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム、過
酸化バリウム、および過酸化ストロンチウム、ならびにこれらの混合物からなる群から選
択される、項目３３に記載の組成物。
（項目３５）
　前記過酸化物がペルオキシ水和物である、項目３１に記載の組成物。
（項目３６）
　前記過酸化物がｉｎ　ｓｉｔｕで生成される、項目３１に記載の組成物。
（項目３７）
　前記過酸化物が過炭酸ナトリウムから生成された過酸化水素である、項目３６に記載の
組成物。
（項目３８）
　前記ペルオキシゲンが過酸および過酸化物を含む、項目１に記載の組成物。
（項目３９）
　前記ペルオキシゲンが過酸塩である、項目１に記載の組成物。
（項目４０）
　前記過酸塩が、過マンガン酸塩、過ホウ酸塩、過塩素酸塩、過酢酸塩、過炭酸塩、過硫
酸塩、およびそれらの組合せからなる群から選択される、項目３９に記載の組成物。
（項目４１）
　消毒用ワイプとして織地に含浸されている、項目１に記載の組成物。
（項目４２）
　消毒用ゲルを形成するために前記水性組成物に混合されている増粘剤またはゲル化剤を
さらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目４３）
　約５μｍから約２００μｍの粒径を有するエアロゾル化した消毒薬の形態の、項目１に
記載の組成物。
（項目４４）
　消毒用フォームを形成するための発泡剤をさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目４５）
　シャンプー、石鹸、ゲル、クリームもしくは軟膏、練り歯磨き、または口内リンスから
なる群から選択される個人用衛生製品に調合される、項目１に記載の組成物。
（項目４６）
　ａ）ｉ）水、
　　ｉｉ）０．００１ｗｔ％から１０．０ｗｔ％のペルオキシゲン、および
　　ｉｉｉ）アルコール
　を含む水性ビヒクル、
　ｂ）該水性ビヒクルの含量に基づいて０．００１重量ｐｐｍから５０，０００重量ｐｐ
ｍのコロイド銀またはその合金
　を含む水性消毒薬組成物。
（項目４７）
　アルデヒド、塩素含有成分および臭素含有成分、ヨードフォア含有成分、フェノール含
有成分、および４級アンモニウム含有成分を実質的に含まない、項目４６に記載の組成物
。
（項目４８）
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　前記アルコールが０．００１ｗｔ％から４０ｗｔ％で存在する、項目４６に記載の組成
物。
（項目４９）
　前記アルコールが０．１ｗｔ％から１０ｗｔ％で存在する、項目４６に記載の組成物。
（項目５０）
　前記アルコールが多価アルコールである、項目４６に記載の組成物。
（項目５１）
　前記コロイド銀またはその合金が、銀と、ルテニウム、ロジウム、オスミウム、イリジ
ウム、パラジウム、白金、銅、または金との合金である、項目４６に記載の組成物。
（項目５２）
　前記コロイド銀またはその合金が０．００１μｍから１．０μｍの平均粒径を有する、
項目４６に記載の組成物。
（項目５３）
　前記遷移金属またはその合金が１５重量ｐｐｍから１５００重量ｐｐｍで存在する、項
目４６に記載の組成物。
（項目５４）
　前記ペルオキシゲンが過酸である、項目４６に記載の組成物。
（項目５５）
　前記過酸が脂肪族の過酸または芳香族の過酸である、項目５４に記載の組成物。
（項目５６）
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．０５ｗｔ％から５．０ｗｔ％
で存在する、項目４６に記載の組成物。
（項目５７）
　消毒用ワイプとして織地に含浸されている、項目４６に記載の組成物。
（項目５８）
　消毒用ゲルを形成するために前記水性組成物に混合されている増粘剤またはゲル化剤を
さらに含む、項目４６に記載の組成物。
（項目５９）
　約５μｍから約２００μｍの粒径を有するエアロゾル化した消毒薬の形態の、項目４６
に記載の組成物。
（項目６０）
　消毒用フォームを形成するための発泡剤をさらに含む、項目４６に記載の組成物。
（項目６１）
　シャンプー、石鹸、ゲル、クリーム、軟膏、練り歯磨き、または口内リンスからなる群
から選択される個人用衛生製品に調合される、項目４６に記載の組成物。
（項目６２）
　ａ）ｉ）水、
　　ｉｉ）０．００１ｗｔ％から１０．０ｗｔ％のペルオキシゲン、および
　　ｉｉｉ）アルコール
　を含む水性ビヒクル、
　ｂ）該水性ビヒクル含量に基づいて０．００１重量ｐｐｍから５０，０００重量ｐｐｍ
の遷移金属またはその合金
　を含む消毒薬組成物と表面を接触させることを含む、表面を消毒する方法。
（項目６３）
　前記アルコールが０．０５ｗｔ％から４０ｗｔ％で存在する、項目６２に記載の方法。
（項目６４）
　前記アルコールが０．１ｗｔ％から１０ｗｔ％で存在する、項目６３に記載の方法。
（項目６５）
　前記アルコールがＣ１～Ｃ２４アルコールであり、メタノール、エタノール、プロパノ
ール、ブタノール、ペンタノール、およびそれらの混合物からなる群から選択される、項



(8) JP 2010-501569 A5 2010.9.30

目６２に記載の方法。
（項目６６）
　前記Ｃ１～Ｃ２４アルコールが多価アルコールである、項目６２に記載の方法。
（項目６７）
　前記多価アルコールがグリセロールである、項目６２に記載の方法。
（項目６８）
　前記遷移金属またはその合金が、ルテニウム、ロジウム、オスミウム、イリジウム、パ
ラジウム、白金、銅、金、銀、それらの合金、およびそれらの混合物からなる群から選択
されるＶＩ族からＸＩ族の遷移金属またはその合金である、項目６２に記載の方法。
（項目６９）
　前記遷移金属またはその合金がコロイド状の遷移金属またはその合金である、項目６２
に記載の方法。
（項目７０）
　前記コロイド状の遷移金属がコロイド銀である、項目６２に記載の方法。
（項目７１）
　前記ペルオキシゲンが、過ギ酸、ペルオキシ酢酸、ペルオキシシュウ酸、ペルオキシプ
ロパン酸、過乳酸、ペルオキシブタン酸、ペルオキシペンタン酸、ペルオキシヘキサン酸
、ペルオキシアジピン酸、ペルオキシクエン酸、ペルオキシ安息香酸、およびそれらの混
合物からなる群から選択される過酸である、項目６２に記載の方法。
（項目７２）
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．０５ｗｔ％から５．０ｗｔ％
で存在する、項目６２に記載の方法。
（項目７３）
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．１ｗｔ％から３．０ｗｔ％で
存在する、項目６２に記載の方法。
（項目７４）
　前記ペルオキシゲンが前記水性ビヒクルの一部として０．１ｗｔ％から１．５ｗｔ％で
存在する、項目６２に記載の方法。
（項目７５）
　前記ペルオキシゲンが過酸化物を含む、項目６２に記載の方法。
（項目７６）
　前記過酸化物が、過酸化水素、過酸化ナトリウム、過酸化マグネシウム、過酸化カルシ
ウム、過酸化バリウム、および過酸化ストロンチウム、ならびにこれらの混合物からなる
群から選択される、項目６２に記載の方法。
（項目７７）
　前記ペルオキシゲンが過酸および過酸化物を含む、項目６２に記載の方法。
（項目７８）
　前記ペルオキシゲンが、過マンガン酸塩、過ホウ酸塩、過塩素酸塩、過酢酸塩、過炭酸
塩、過硫酸塩、およびそれらの組合せからなる群から選択される過酸塩である、項目６２
に記載の方法。
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